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    毎年１０月は国が定める「食品ロス削減月間」です。食品ロスとは、まだ食

べられることができるのにゴミとして捨てられてしまう食品のことで、日本では年間

で約４６４万トン※もの食品ロスが発生しています。食品ロスを減らすために、でき

ることから始めてみませんか？ 

                 ※農林水産省・環境省「令和５年度推計」 

 
給食時間に使った食器やはし・スプーン、しゃもじ・お玉などの食具、料理の入って

いた食缶などは、給食センターの機械で洗います。食器や食具に食べ物が残っていた

り、くっついていると、きれいに洗うことができません。また、食器を洗う洗浄機の中

でお皿が割れてしまうこともあります。給食センターの給食を食べている全ての人が

使っているものなので、一人一人が意識することで気持ちよく給食時間を過ごすこと

ができます。自分の食べ方や片付け方を見直してみましょう。 

食具に食べ物がたくさんついている お茶碗にご飯粒がついている はしの向きがバラバラ 

給食でも、盛り付けられたものを残さずに食べる、一口でも多く食べる、お茶碗に

ついた米粒を残さずに食べるなど、身近なことから食品ロスの削減に取り組めます。 

買いすぎない 作りすぎない 食べ残さない 

家にある食材を確認し、使い 

切れる分だけ買いましょう。 

家族の予定や体調を考慮し、食

べ切れる分を調理しましょう。 

作った料理は早めに食べ切り

ましょう。 


